
表面処理技術や微細化技術がクローズアップされ改良がな

されている．先に述べたようにノンハロゲン系での難燃剤

は水酸化Mg等が主難燃剤として用いられるが，これらの

水和金属だけではドリップ防止効果が発現せず，ほう酸亜

鉛を10phr以上配合することでドリップ防止やアフターグ

ロー低減効果が発現する．

図５は燃焼試験器のO.I測定装置での燃焼時のドリップ

性を比較したもので，水酸化Mg50phrではPE樹脂が熱に

より溶融しドリップしているが，水酸化Mg 30phr+ほう

酸亜鉛10phrを配合した場合は，難燃剤としてのトータル

量が減配されていても燃焼時のドリップ性が改善された．

３.３ 半導体封止剤用の難燃

近年半導体用エポキシ樹脂の難燃でも環境対応型の材料

への移行が始まっており，ブロム化合物やアンチモン化合

物の代替えにほう酸亜鉛が実用化に向け検討されている．

封止剤用途では難燃剤に対する要求項目が多く，添加量

を上げるために加工性はもち論であるが，難燃剤自体の不

純物低減と耐はんだ性においては，吸水性や熱膨張低減等

のシビアな特性が要求され，溶出イオンが少なくて耐熱性

の高いほう酸亜鉛が使用される．

４. ほう酸亜鉛の最近の動向

ほう酸亜鉛は，前述した以外にも多くの樹脂で配合検討

されており，ほう酸亜鉛の付加機能を生かすべく，建材用

途ではアルミサッシや樹脂サッシ用のゴム難燃ガスケット

用や木材および合板やPP樹脂とチップ繊維配合での難燃

性と防腐用・防蟻用として新たな検討が進んでいる．前か

ら木材の防腐用としてほう酸は使用されていたが，木材製

品の難燃性と白アリ対策にほう酸亜鉛の効果が認められ検

討されている．建材用では微細化したほう酸亜鉛を加熱加

圧方式で木材に注入したり，あるいは建築用木材を難燃オ

レフィンフイルムで覆ったり，公園やパーキングエリアで

の通路や広場で現行アスファルト舗装に代ってPP樹脂と

チップ繊維が複合化された舗装等で検討されている．

以上のようにほう酸亜鉛は，多様な分野で検討が始まっ

ており，今後も機能を高める開発を進めて新たな分野へ展

開したいと考えている．
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George Oenslager（1873－1956）
ペンシルバニア州ハリスバーグに生まれた．彼の業績とし

て加硫促進剤の発見，酸化亜鉛を同時に使うと更に加硫が促

進されることの発見，カーボンブラックをタイヤトレッドに

初めて使用，マスターバッチの発明等が挙げられる．

彼はハーバード大学で化学を学び，パルプ製紙会社に就職

した．その後，ダイヤモンドゴム社に移り，1906年アニリ

ン（有機促進剤）が加硫を促進すること，更に亜鉛華（加硫促

進助剤）の促進効果とその分散性が重要なことを発見した．

1912年ダイヤモンドゴム社がB. F. Goodrichに買収された後，

1918年カーボンブラック（充てん剤）によってトレッドゴムの

摩耗特性が改良されること（補強効果）を発見した．彼はゴム

工業にとって非常に大切なものを３つ発見したことになる．

1920年から２年間，彼はB.F.Goodrichから横浜ゴムの技術

コンサルタントとして訪日し，日本の文化・芸術に非常に興

味を抱いた．彼の死後夫人はOenslager賞を創設（上司の勧

めでダイヤモンドゴム社の株を買っていたので，その株式益

から資金調達）し，ゴム化学に貢献した日本の研究者に隔年

で贈られている＊．

1948年Goodyearメダル受賞．1982年国際的ゴム科学の殿

堂入り．

＊日本ゴム協会がゴムに関連する学術又は工業に貢献する貴

重な積年の研究，又は顕著な累積的な業績のあった受賞候補

者の選考および受賞を行っている．

（㈱ブリヂストン　中島　幸雄）
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